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論文の内容の要旨
人工的な現実感をユーザに与えるバーチャルリアリティの分野において、触カ覚を提示するハプティック
インタフェースは、視覚など他の感覚の提示装置と組み合わせ、産業用製品の 3次元形状設計や手術支援、
アミューズメントやアート作品への応用が期待されている。
3次元形状設計のイメージスケッチ作成のような初期段階の構想を固める際に、粘土をこねるようにイ
メージを具現化するようなシーンへの適用を想定する。このような用途では、自由に変形し特性を変化させ
るインタフェースが必要になる。特にこれらの用途においてハプティックインタフェースを用いてアプロー
チすることとした。
本研究では、このような認識に基づき、以下に 3つの目標を設定した。
-体験者が手の動きを制限されることなく自由かつ自然にバーチャル物体に触れられるように装養型のよう
に手に拘束を加えることなくかっ把持型と違い直接手でのバーチャル物体の接触の実現
-視覚と力覚の融合を自然に行うためi弘在Dなどを用いずに力覚の提示位霊と視覚の提示位置の一致
.バーチャル物体の表面を複数の指あるいは手のひらをふくむ手全体での接触の実現
これらを実現するため、本研究では直動アクチュエータのアレイと、空気圧バルーン群を組み合わせる構
成を採用した。
本論文では、バルーンの配置の検討を含めた提案手法の理論的有効性を検証し、バルーン移動用 10個、
バルーン膨張収縮用 10偲の合計20個のアクチュエータを用いた試作システム“Vol臼ex+"を実装した。基
本性能の評価とともに、展示を通じて装置の耐久性および、一般の来場者に対して自然な触覚体験を提供で
きることを確認した。
審査の結果の要旨
ハブティックインタフェースのうち深部感覚刺激を目的とした装置はカ覚提示装置と呼ばれ、大きく分け
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て3つに分けることができる。体験者に装着して使用する装着型、体験者が装霊の一部を道具のように持っ
た状態で使う把持型、物体そのものの形状等を装置で実空間に再現し、それじ触ることでカ覚を与える対象
型がある。これらの中で実装が最も容易なのは、把持型であり、すでに市販品も存在し、利活用が進められ
ている。一方、最も実現が困難なのは対象型であり、その実装方法は模索の段階にある。本論文は、ニの対
象型の実現方式に新たな提案を行い、一般向けの展示を通じてその有効性を検証したことに大きな意義があ
る。
平成25年l月28日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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